
 1 

 

                                        

 

   

 

JNTO北京主催「日中旅行商談会」に参加しました 

 

 先日、北京市内で 5 年振りにリアル形式の旅行

商談会があり、参加しました。旅行社 16社が集ま

り、徳島県・横浜市などの自治体のほか東京スカ

イツリーなどの観光施設も参加しました。旅行社

からは写真映えする風景や独自性や季節性がある

情報が欲しいとのことでした。中国からの旅行は

まだまだ東京・大阪などの大都市が中心となって

いますが、訪日リピーターが増加していくほど地

方への関心が寄せられると思います。円安もあり、

これから訪日旅行者が増えることは確実視されて

います。今後、佐渡など県内他市町村と組み合わせながら取り組みを進めていきます。(荒

井) 

 

         中国の生活事情について 

 

赴任して早 1 年半以上経過しました。生活に慣れてくると同時に日本との違いについて

も見えてくるようになりました。ここで生活の基本的な衣食住の価格などを中心にご紹介

します。 

①キャッシュレス化が完全に浸透しています。現

金を見ることはほとんどなく二次元コード決済

が不可欠です。私も含めてこちらでは財布を持っ

ている人はほとんどいません。飲食の割り勘も翌

日 WeChat Pay で知人に送るだけで非常に便利で

す。お賽銭やホームレスも二次元コード決済です。 

②公共交通は市が運営しており格安です。バスは

20円～、地下鉄は 60円～。シェアサイクル（民

間運営）30分 30円～。 

③一般的な食材は安いです。野菜や果物も（米 1

キロ 200 円、ネギ 2 本で 30 円、ブドウ 250 円な

ど）日本より格段に安いです。しかし、外食は日

本の価格と大差ありません。 

④衣料品はネットや地元店で買うとかなり安い

ものが多く、様々なブランド品がありますが、真

贋は不明です。ユニクロは中国の方が高いです。

服や靴など海外メーカーブランドの商品もとて

も高くて手が出ません。 

⑤北京の家賃は東京の 1.3 倍くらいと言われて

おり、新卒の社会人が部屋を一人で借りるのは難しいので、複数人でルームシェアをしな

いと借りられないとか。通勤も東京同様、非常に遠方から通う方が多いです。 
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その他、ぜいたく品や遊興費、外国の食材・日用品などの輸入品は相当高いです。 

生活するうえで必要最低限のものは安価で、それ以外は日本より高額なものが多い、と

いう印象です。(荒井) 

 

 

新潟へ研修に行きました！ 

 

 

新潟は米どころであり、雄大な自然風景、豊かな歴史文化、独特の民俗文化があります。

新潟は上海やハルビンとの直行便があり、今回の研修は上海から新潟への直行便を利用し

ました。 

今回の研修で、新潟は理想的な休暇の目的地であるだけでなく、日本の伝統文化や美し

い自然を探索する絶好の場所であると思いました。新潟空港からリムジンバスを利用し約

25 分で新潟市内に着き、大変便利です。新潟市内中心部を回って、一番良かったところは

「ぽんしゅ館」、「マリンピア日本海」、「今代司酒造」、「朱鷺メッセ」の 4 つだと思

います。 

新潟といえば、まず日本酒を思い出し、「ぽんしゅ館」へ試飲に行きました。ここで新

潟県内にある酒蔵の代表的なものを 5 杯まで 500 円で楽しめますので、ちょっと選択には

迷いましたが、後味に穀物の甘味があり、美味しかったです。市内観光循環バスで訪れた

「マリンピア日本海」はとても癒される場所だと思います。また「今代司酒造」も見学し

ました。新潟駅から徒歩約 15分ところにあり、そこで写真とサンプルを使いながら非常に

丁寧に案内して頂きました。「朱鷺メッセ」での夕日の眺めも最高で、何枚も写真を撮り

ました（笑）。 

西蒲区にある角田山灯台にも行き、近くにある岩室温泉に宿泊しました。岩室温泉は肌

の保湿に優れていると聞いており、そこも体験しました。週末に西蒲観光周遊バスを利用

し、上堰潟公園で美しいのどかな風景や自然をゆっくり楽しんだ後、カーブドッチワイナ

リーで食事し、そこのブックカフェでもゆっくりと充実した時間を過ごしました。 

新潟で忘れられないものといえば、やはり美食です。 色とりどりの味が楽しめる和食の

懐石料理も、新潟名物のラーメンも、満足できる食べ物です。何気なく田舎料理の店を訪

ねました。店の主人は 50～60歳のお姉さんで、一人で店を切り盛りしています。店を訪れ

たのは 20時近くでしたので、ごはんが売り切れたことを何度も謝ってくれ、彼女の明るさ

は異国で親しみを感じさせてくれました。私が注文したのは、豆腐と春雨と油揚げを細か

く刻んで油で炒めたお皿で、さっぱりと香ばしい前菜と、「ジャンボ油揚げ」、「トマト

とキュウリと豆腐のサラダ」でした。どれもシンプルな材料で作られたおいしい料理です。

店を一人で切り盛りして約 30年間、忙しい時は一人のパートさんを雇い、とても楽しく暮

らしているとのことです。 大都会の慌ただしさがなく、ゆったりとした暮らしがここには

あります。 

旅とは、自分が生活しているところから、他の人が生活しているところへ行くことだと

言う人もいます。人々が最も必要としているのは癒しと非日常だと思います。新潟の良さ

をこの旅でたっぷりと感じました！（ハン） 
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           夏季、スイカ鑑定士が大人気、月収 1万元超 

 

夏の暑さをしのぐのに最適なものと言えば、エアコンが効き、Wi-Fi接続がある場所でス

イカを食べることでしょう。特に冷蔵庫から出したばかりのスイカは冷たくて甘くてのど

を潤し、夏には欠かせない果物です。 

中国では、南の海南島から北の黒竜江省ま

で、東の山東省から西の新疆までスイカが栽

培され、ほぼ一年中食べることができます。

ただ、スイカが大量に市場に出回り、最も消

費される季節はやはり夏です。夏のスイカは

値段がとても手頃なので、どの家庭でも自由

に手に入れることができます。 

 夏に入ると、各地のスイカが大量出荷の時

期を迎え、スイカの成熟度や品質を検査する

「験瓜師」―スイカ鑑定士というニッチな職

業が最近、人々の視野に入り、ネットユーザ

ーの注目を集めています。 

スイカ鑑定士の仕事は「技術的な仕事 」で

あり、スイカを切らないという前提で、スイ

カの色、模様、形を観察したり、スイカを叩

いて音を聞いたりすることでスイカの成熟度

と品質を判断し、輸送や販売に適したスイカ

を確保することです。この仕事の重要な動作

のひとつはスイカを叩くことであるため、ス

イカ鑑定士に「拍瓜師」（スイカを叩く人）

という面白いニックネームをつけた人もいます。 

スイカ鑑定士の技能は、実践経験の蓄積と学習によって培われます。プロのスイカ鑑定

士グループには、スイカ栽培の経験が豊富な古参の農家もいれば、スイカ鑑定技能を専門

に学ぶ新規就農者もおり、彼らは常にスイカ鑑定の経験を積極的に交換し、市場に出回る

さまざまなスイカの品種や生育特性を学ぶことで鑑定技能を高めます。さらに、プロのス

イカ鑑定士はスイカの仲買人としての能力を備える必要があります。彼らはネットを活用

して、農家や販売業者とコミュニケーションを取りながら、中国各地のスイカの出荷時期

を把握し、販売と経営に関わる計画にアドバイスを出したりします。 

北京スタッフ便り 2 



 4 

業界関係者によると、現在、スイカ鑑定士の給与はほとんどスイカの鑑定個数に応じて

計算され、スイカ 1個の鑑定価格は 0.7～0.8元で、1人当たり 1日約 4,000個のスイカを

鑑定し、1日の収入は約 3,000元、繁忙期には 5,000～6,000元に達することもあるという

ことです。人気のプロのスイカ鑑定士は一年を通してスイカの産地を追いかけるのが日課

になっています。（キク） 
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北京では連日猛暑が続いている。７月２２日から「二十四節気」の「大暑」に入った。

１年を通じて一番暑い時期である。先月は６月なのに３８度の日が続いた。７月に入ると、

さらに気温は上がり、最近は３７度が日常化している。８月には最高気温が４５度にまで

上がるという予測もある。これも温暖化のせいなのだろうか。私が住んでいた１９５０年

代末から１９６０年代にかけては、３０度を超えると「非常に暑い」と言い、３５度など

という日は稀だった。また北京の冬は、昔に比べ平均気温は上がっている。私の記憶では、

最も寒い時期はマイナス１０度が当たり前だったが、今はマイナス１０度まで下がる日は、

真冬でも数日あるかないかだ。 

 昨年開催されるはずだった中国共産党第２０期中央委員会総会第３回全体会議（３中全

会）が、７月１５日から１８日まで北京で開かれた。この会議は２つの意味で非常に注目

された。１つは、中国は「ゼロコロナ」政策の後遺症と欧米などによる「経済封鎖」に悩

まされ、経済が停滞した状態が続いている。「３中全会」は、経済、対外政策を含みどの

ような具体的対策・解決策が出るのかという事だ、自分たちの生活に関わるので関心度は

高い。もう１つは、習近平指導部は、鄧小平の「改革開放」路線を継承するのか、それと

も毛沢東路線回帰の方向に進むのかという注目である。圧倒的多数の人は、鄧小平の「改

革開放」路線の受益者であり、従って当然この路線が続く事を望み、「毛沢東路線回帰」

を恐れていた。もし鄧小平路線が事実上否定され、「毛沢東路線回帰」になれば、改革開

放により得た「豊かさ」は失われるのではないかという恐れである。この恐れは、特に富

裕層に顕著だ。 

 ３中全会は「改革を一段と全面的に深化させ、中国式現代化を推進する事に関する党中

央の決定」（以下「決定」）、「改革をいっそう、全面的に深化させ、現代化を推進する

事に関する党中央の決定」（以下「コミュニケ」）を発表し終了した。 

 ３中全会の討議の過程は公表されないので、同会に関してはこの「決定」と「コミュニ

ケ」で判断するしかない。前者は１５章６０項目からなる膨大なもので、後者は３中全会

の内容を概括的に述べた簡潔な文章である。 

 「決定」と「コミュニケ」から見えるのは、中国指導部が危機感を持って重視している

のは「安定」と「経済」である。「安定」とは国家の安全、社会の安定、習近平指導部の

安泰である。この中では中国のすべてを指導する「核心」である習近平指導部の安泰が最

優先される。「経済」では、「改革」という文字が多く使われ、経済各分野の政策、対策

が羅列されている。その中でも特に強調されているのは「科学技術体制改革の深化」と「財

税体制改革の深化」だ。 

 当面の経済はもとより、中長期的に中国経済を底上げ、発展させるカギは「科学技術に

あり」という考えだろう。その意味で、２０１５年習近平指導部が作成、発表し、欧米先

進国を震撼させた「中国製造２０２５」（注１）は生き続け、ＥＶや宇宙開発などの分野

で着実に成果を挙げている。 

 財税改革については、かつて習近平指導部は腐敗の防止、格差の是正に関し「３つの分

配」（注２）を提起したが、その内の「第２の分配」が税制改革だった。中国には今に至

西園寺 一晃先生の 
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るも相続税と贈与税はない。親が金持ちなら子も必然的に金持ちになる。日本では厳しい

税制度があるので、どんな資産家もそのままにしておけば、３代で資産はなくなると言わ

れる。この相続税、贈与税導入は、富裕層の猛烈な抵抗に遭い、その後音沙汰がなくなっ

たが、今回導入する事が再度表明されたわけだ。多くの人は歓迎するだろうが、これで富

裕層の「海外脱出」、あるいは地下銀行などを通じた「資金の海外移転」がさらに増える

だろう。そしてそれを防ぐために金融機関への管理はさらに厳しくなるのは必然だ。 

 その他、不動産や地方政府債務問題、民営企業の振興問題、中小金融機関の危機などに

対する、細かい対策が提起されているが、実際それら対策が機能するかどうかは、今後の

推移を見ないと判断できない。 

 さて、当面の諸問題はさて置いて、多くの人は３中全会の「決定」と「コミュニケ」を

読んで、先ずはホッとしただろう。それは習近平指導部が改革の深化、改革開放の継続、

社会主義市場経済の堅持を明らかにしたからである。さらに一歩進んで、改革と社会主義

市場経済推進について、次のように宣言した。 

①２０２９年までに、３中全会で提起された諸改革を完成させる。 

②２０３５年までに、「ハイレベルの社会主義市場経済」を完成させる。 

すでに建国１００周年の２０４９年までに「社会主義現代化強国」建設を完成させると

いう目標を掲げている。国でも企業でも、具体的目標を掲げ、「その目標に向かって、一

致団結して邁進する」のは当然である。ただ企業などは売上、利益率、コスト削減などの

具体的目標数値を示すのが普通である。そして目標が未達成だった場合は、誰かが、何ら

かの形で責任を取るのが一般常識である。ところが上記の「改革の完成」、「ハイレベル

な社会主義市場経済の完成」、また「社会主義現代化強国建設」などは、何を以って「完

成」と言うのかは基準も数値もなく、曖昧である。また「改革の完成」は２０２９年まで

と期限を切ったが、この２０２９年は微妙な年である。それは、党のトップである総書記

の任期は２０２７年までであり、国のトップである国家主席の任期は２０２８年までだか

らだ。両方とも定年制はないので、再選は可能である。これまで党の指導部は「７上８下」

（党大会の時点で６７歳以下なら残留する事が出来、６８歳以上なら引退する）というの

が慣例だったが、前回２０２２年の党大会でこの慣習は撤廃された。また国のトップであ

る国家主席については、憲法で「２期１０年」までと決まっていたが、これも２０１８年

の憲法改正で撤廃された。いずれにせよ、党と国家のトップの任期が切れる２０２７、８

年頃には「改革の完成」の答えが出るはずだ。「改革」がある程度順調に進めば、習近平

の再々続投はあるだろう。もし改革が滞り、うまく進まなかった場合はどうなるだろう。

その時は、党指導部人事の刷新が起きるかもしれない。 

昨年開催されると言われていた３中全会が今年の７月まで延びたのは、複雑化する国際

情勢や、厳しい経済にいかに対処するかについて議論があり、なかなか政策と戦略が決め

られなかったのではないかと、ある友人は解説する。歴史を辿ると、中国は３中全会で歴

史の転換となるような重要な決定をしている。１９７８年の３中全会では、それまでの文

化大革命を完全に否定する「改革開放」路線実行が決定された。１９９３年の３中全会で

は、市場経済導入が宣言され、「社会主義市場経済」という言葉が生まれた。２０１３年

の３中全会では市場の役割が重視され、民営企業の育成と発展が強調された。つまり１９

７８年以降今日まで、市場経済が深化し、経済分野では「社会主義」の要素が急速に薄れ

てきた。今回の３中全会も、「決定」と「コミュニケ」を見る限り、この延長線上にある。 

筆者は、習近平は今回の３中全会に満足しているのだろうか、懐疑的である。１つには、

多くの人が鄧小平の改革開放路線は継続されるのか、それとも毛沢東的なものへの回帰が

起きるのか、固唾をのんで３中全会を見守っていた事だ。それは少なからずの人が、習近

平の中に改革開放・市場経済に逆行するような「臭い」を感じ取っていたからである。鄧

小平後、江沢民、胡錦涛の時代は、「党の指導」の下という縛りはあるが、市場の重視、
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私営企業の振興と国営企業に対する抜本的改革が強調された。江沢民、胡錦涛、及び習近

平指導部の中で国務院総理を務め、経済全般を担当していた李克強は、鄧小平路線を継承

発展させ、民営企業の発展と市場を重視した。その結果「民進国退」（民営企業が栄え、

国営企業が後退する）という現象が起き、ＩＴなどを中心に新興産業が勃興し、アリババ、

ファーウエイ、テンセント、ＢＹＤ、レノボ、万科など、中国経済に大きな影響を与える

巨大民営企業が生まれた。因みに「フォーチュン誌」が毎年発表する、世界の会社を対象

とした総収益ランキング「フォーチュン・グローバル５００」には中国の民営企業から２

８社がランクインしている。ところが習近平が権力基盤を強化するに従い、国営企業が重

視され、中国は社会主義なのだから、経済は「国営企業を中心とし、その前提の下に民営

企業を発展させる」という方針に変わり、新興の巨大民営産業は「独占禁止法」違反など

を理由に厳しい制限を受けた。そして「国進民退」（国営企業が栄え、私営企業が後退す

る）現象が起きたのである。確かに経済面でも鄧小平的なもの（資本主義）が縮小し、毛

沢東的なもの（社会主義）が強化されたという面がある。 

もう１つは、社会や文化、教育面での変化である。「安全・安定」が強調され、各種の

管理、統制が厳しくなった。日本を含めどの国にも共通する事だが、中国でも至る所に監

視カメラが設置され、顔認証システムが多用されている。青少年に対する「愛国主義」発

揚を目指す思想教育が強化されている。改革開放がスタートした後、限定的ながら、かな

り「自由度」が増してきたが、ここに来て思想的な引き締めが強くなっている。今中国の

人は公私に限らず、外国人と会う場合には、上司の許可が必要だ。重要な用事がなければ、

よほど親しい友人でなければ、なるべく外国人には会いたくないと思っている人が多い。

習近平指導部が恐れているのは、外国の「スパイ」が潜入して来る事、そして外国人や外

国在住の中国人が「西側の民主主義観や人権意識」を中国に持ち込み、中国人の意識を「蝕

む」（精神汚染）事であろう。改革開放以前を知る年配者にとって、「思想教育」、「精

神汚染」、「外国のスパイ」などという言葉を聞くと、思い出すのは毛沢東時代、特に文

化大革命時代（文革）である。 

その一方で、今の中国は経済が発展し人々は豊かになったが、「腐敗が蔓延り、格差が

拡大し、国家の『主人公である労働者、農民』が一番底辺で喘いでいる。これが社会主義

と言えるのか、先人たちは血を流し、命を犠牲にして、何のために革命をやってきたのだ」

と疑問を持つ人も少なからずいるのだ。 

今の習近平指導部の世代は、文革時代に農村に「下放」させられ、相当苦労した世代だ。

文革の「酷さ」を体験している。しかし彼らは中学、高校、大学と文革の影響を受け、「毛

沢東思想」にどっぷりと浸かった世代でもある。文革は酷かったが、「平等」を基本にし、

「共同富裕」を目指す毛沢東思想に憧れる部分は多かれ少なかれある。理想主義者である

毛沢東は、人間のエゴや欲望を否定、人々が助け合う豊かな平等社会を目指した。現実主

義者である鄧小平は、人間が人間である以上エゴや欲望があるのは当然で、これらを消し

去るなどあり得ないと考えた。そしてむしろ「欲望を解放」することにより、巨大な生産

力と消費意欲を産み出す事を考え、成功した。これが競争の論理を取り入れ、大胆に対外

開放をした「改革開放」であり、行き着いた先は市場経済である。しかし中国は「共産党

の指導する」国家であり、上部構造の核心には共産党が座る。従って下部構造である市場

経済の前に「社会主義」を付けた。「社会主義市場経済」と称するのである。つまり政治

は共産党の絶対的指導を中核とした社会主義、経済は市場経済を基本とした資本主義だ。

上部構造と下部構造が全く異質なものとなった。この大いなる矛盾を内包したまま、中国

は驚異的成長を遂げた。 

これまでは、とにかく非常に立ち遅れた経済を復活させ、成長させることに集中してき

た。そして官民一体の努力の甲斐があって、中国は基本的に極貧層を無くすことに成功し、

「小康社会」（ややゆとりのある社会）実現に成功した。経済的には大いなる成功を収め、
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中国は世界第２の経済大国へと上りつめた。しかしその一方で、格差の拡大、腐敗の蔓延、

労働者・農民の相対的貧困など、平等の理念、「労働者と農民の中心の国」という社会主

義的国家観からは、かけ離れる現象が起きた。自由競争を基本とした市場経済では、必然

的に格差が生まれる。先進市場経済国（Ｇ７などの資本主義国）では、複数党制の下で野

党が存在し、自由選挙が行われ、非政府のメディアが存在している。これらは政府や執権

党に対する「チェック機能」の役割を果たしている。それでも格差は生まれ、腐敗は根絶

出来ない。中国は西側の民主主義ではない「中国式民主主義」を目指しているが、国民に

受け入れられる具体的内容を示すことも習近平が早急に取り組むべき課題だ。中国で「小

康社会」が実現した今、人々の関心と欲求は「経済的なもの」から「精神的なもの」に移

りつつある。その時問題になるのは「中国式自由、民主、人権」だ。この重要課題も習近

平にのしかかっている。 

国際社会では、習近平を強権、独裁、一強と呼ぶ。しかしある意味、今の中国では必然

の結果かもしれない。もし習近平が在任中に直近の問題だけでなく、経済発展の中で埋も

れてきた、そして今表面化しつつある根源的な問題を解決する決意をしたとするなら、党

内で一強の地位を占め、強権を持ち、独裁的手法でないと出来ないからだ。改革開放と市

場経済の旗を掲げながらも、社会主義への軌道修正、特に腐敗撲滅、税制改革を含む格差

問題への取り組みをやろうとすれば、想像を絶する抵抗に遭うだろう。抵抗勢力の圧力は

巨大であり、ある部分は多数世論の支持を受けている。習近平が身に危険を感じる事もあ

るだろう。 

全ての重要問題、党務はもちろん、政治、経済、司法、宣伝、文化、教育などは、習近

平の決裁がないと決まらないと言われる。毎日膨大な報告や決裁書類が習近平の下に届き、

目を通し、決裁を行う必要がある。どんな人間も能力や体力、精神力には限界がある。一

時期ならまだしも、これが日常的になり、長期間続いたら、当然正常な健康を保つことは

困難であろう。超人的な能力、体力、精神力でかつて中国をけん引した周恩来は有名だが、

その周恩来も長年の過労が祟り、癌を患い、７７歳でこの世を去った。ある友人はこう言

った「習近平は、経済を持続的安定成長させるとともに、社会主義の道を堅持し、宿題と

して残っている政治改革にも手を付けなければならないところで苦悩、苦闘している。彼

には相当な圧力がかかり、ストレスは相当なものだろう。多くの人は彼の健康を心配して

いる」。 

今中国は経済の復興が最重要課題であり、対外的には悪化する対米関係の対策が急務で

ある。だがこのような直近の問題とは別に、社会主義中国が内包する「根源的な問題」が

あることも事実なのである。中国が貧困国を脱し、中進国への仲間入りを果たそうとして

いる今、これまで華々しい経済発展の下で埋もれてきたこれらの問題が徐々に表面化して

いる。それは、ひと事で言えば「社会主義とは何か？」なのである。 

注１：製造業のハイテク化、新産業の創出を通じ、２０４９年の建国１００周年までに

世界の製造業のトップに立つという計画。 

注２：「共同富裕」を実現するため、分配の不平等、格差の縮小を目指し、提起された

政策。第１の分配は「給与所得」（公務員や会社員など）と「正当な利益」（自営業者な

ど）。第２の分配は「税制改革」で、贈与税、相続税などの導入、累進課税などの強化に

よる格差縮小。第３の分配は高利益を上げた企業と富裕層の、利益の還元による「社会貢

献」（寄付）。（止） 

西園寺一晃 ２０２４年７月３０日 
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■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が中国国内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 

 

【筆者プロフィール】 

 西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏 

 １９４４年生まれ 

⚫ 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園 

寺公望氏を曾祖父に持つ。  

⚫ 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・

日中文化交流協会常任理事）の長男。 

⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 
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